


 漁獲量は1978年のピークの後、1990～1991年の2万トンまで減少した。2004～2008年
に20万トン程度で推移した漁獲量は、2009～2012年は漁獲努力量減少などにより10万
～13万トンに減少したが、2013年は22万トンと増加した。

 漁業種別漁獲量は大中型まき網が最も多い。主に常磐～三陸海域で0～2歳魚を主対
象として周年操業する。道東海域でも漁場形成がみられる。北部太平洋まき網漁業
CPUEは近年は高い水準にある。

 伊豆諸島海域に越冬・産卵で集群する親魚群を漁獲するたもすくい漁業は、漁獲努力
量減少もあり近年の漁獲量は少ないが、CPUEは高い水準にある。

漁獲量
マサバ太平洋系群
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 1970年代に高水準であった資源量は、1980～90年代に減少し、2001年には15万トンま
で落ち込んだ。親魚量は1970年代をピークとして減少し、1990年以降10万トン以下の低
い水準で推移し、2002年には過去最低の4万トンとなった。

 2004年級などの良好な加入と、まき網操業管理による漁獲圧の低下により、資源量は
2012年は103万トン、2013年は136万トンと増加している。漁獲割合は近年は低い水準。

 資源量の増大とともに親魚量も2012年には47.5万トンとなり中位水準となった。2013年
の親魚量は41.3万トンに減少して、Blimitを下回り低位水準となった。

資源量と漁獲割合

水準：低位 動向：増加

マサバ太平洋系群
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 親魚量が45万トン以上の1970～1985年ではRPS（加入尾数/親魚量）は比較的
安定し、加入量は高い水準。

 45万トンを下回った1986～2011年ではRPSが大きく変動、かつ親魚量の減少に
より加入量の水準が大きく低下。

 Blimitは1985年以前の最低水準相当：45万トン

 2013年親魚量（41.3万トン）＜Blimit

再生産関係
マサバ太平洋系群
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シナリオごとの資源量と漁獲量の将来予測

 Fcurrent、F30%SPR、Frecい
ずれの漁獲シナリオでも資源
量及び漁獲量の増大が予測
され、親魚量のBlimit以上の
回復が見込まれる。

 過去のRPSの中央値のもとで
親魚量のBlimit以上への回復
を図る漁獲シナリオ及びその
予防的措置を設定

 現状の漁獲圧維持：Fcurrent
 親魚量の安定的増大：F30%SPR
 親魚量の維持：

Frec (B/Blimit x Fmed)

マサバ太平洋系群
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漁獲シナリオと2015年漁期ABC

マサバ太平洋系群

F値
（Fcurrentと

の比較）

漁獲
割合

将来漁獲量 評価
2015年
漁期
ABC5年後

5年
平均

Blimit
回復

(5年後)

2013年親魚量
を維持

（5年後）

漁獲圧の維持
(Fcurrent)*

0.57
(1.00

Fcurrent)
19%

451千トン
～

1,056千トン

557
千トン

100% 100% 
421

千トン

漁獲圧の維持
予防的措置

(0.8Fcurrent)*

0.45
(0.80

Fcurrent)
16%

467千トン
～

965千トン

511
千トン

100% 100% 
351

千トン

親魚量の
安定的増大
(F30%SPR)*

0.68
(1.20

Fcurrent)
22%

453千トン
～

1,081千トン

598
千トン

99% 100% 
485

千トン

親魚量の
安定的増大
予防的措置

(0.8F30%SPR)*

0.54
(0.96

Fcurrent)
18%

484千トン
～

1,055千トン

562
千トン

100% 100% 
407

千トン

親魚量の増大
(B/Blimit×Fmed)

(Frec)*

0.98
(1.73

Fcurrent)
28%

348千トン
～

1,022千トン

625
千トン

83% 86% 
634

千トン

親魚量の増大
(B/Blimit×Fmed)

予防的措置
(0.8Frec) *

0.79
(1.39

Fcurrent)
24%

439千トン
～

1,088千トン

612
千トン

98% 99% 
540

千トン
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漁獲シナリオと2015年漁期ABC

漁獲
シナリオ

(管理基準)

F値
(Fcurrent
との比較)

漁獲
割合

将来漁獲量 評価
2015年

漁期ABC5年後 5年平均 2013年親魚量
を維持(5年後)

Blimitへ回復
(5年後)

親魚量の増大
(F30%SPR) ＊

0.44
(0.53

Fcurrent)
26%

187千トン
～

453千トン

251
千トン 100% 97%

135
千トン

親魚量の増大
の予防的措置

(0.8F30%SPR) ＊

0.35
(0.42

Fcurrent)
22%

222千トン
～

427千トン

231
千トン 100% 100%

114
千トン

親魚量の増大
(B/Blimit×Fmed)

（Frec2） ＊

0.52
(0.62

Fcurrent)
30%

171千トン
～

460千トン

254
千トン 98% 90%

151
千トン

親魚量の増大
の予防的措置
（0.8Frec2） ＊

0.42
(0.50

Fcurrent)
25%

210千トン
～

452千トン

246
千トン 100% 99%

129
千トン

親魚量の増大
(5年でBlimitへ回復) 

(Frec1) ＊

0.71
(0.85

Fcurrent)
38%

108千トン
～

429千トン

223
千トン 75% 51%

183
千トン

親魚量の増大の予防的
措置 (5年でBlimitへ回復) 

(0.8Frec1) ＊

0.57
(0.68

Fcurrent)
32%

154千トン
～

461千トン

251
千トン 96% 82%

160
千トン
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 漁獲量は1995年に10万トンを超えてから高い水準。中・北区で顕著に増加。2006年
に過去最高（19.3万トン）。2013年は10.7万トンと前年よりやや減少したものの依然
として高い水準にある。

 1981年以前はおもに南区で漁獲され、近年の水準を大きく下回っていた。

 漁獲物の年齢構成は0～2歳魚が主体。

漁獲量
ゴマサバ太平洋系群
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 1995年以降のおおむね安定した加入の継続と1996、2004年の高い加入量によって、
資源量は30万トン前後から2004年以降50～60万トンに増加し、さらに2009年級群
の加入によって2009年以降70万トンに達する高い水準にある。2013年の資源量は
78.5万トンとなった。

 漁獲割合は1995～1997年は42～56％と高かったが、その後はおおむね20～30％
前後で推移。近年は低い水準にある。

 2013年の親魚量は30.9万トンで、Blimitを大きく上回って推移している。

資源量と漁獲割合

水準：高位 動向：横ばい

ゴマサバ太平洋系群
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 推定可能な1995年以降の親魚量と加入量の関係をみると、親魚量は3.8万トン～
39.8万トンの範囲であり、加入量はおおむね8億尾前後で、この間、年による変化
はあるものの極端な再生産関係の悪化や、加入量の低下は見られない。

 Blimitは1995年以降の最低水準：3.8万トン（1996年）

 2013年親魚量（30.9万トン）＞Blimit

再生産関係
ゴマサバ太平洋系群
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シナリオごとの資源量と漁獲量の将来予測

 Fcurrent：資源量・親魚量は
高い水準で推移すると見込ま
れ、資源の持続的な利用が
可能。

 F30%SPR、F20%SPR： Blimit
を十分上回る水準での親魚
量の維持と漁獲量増加が見
込まれる。

 親魚量-RPS回帰式のもとで各漁
獲シナリオを設定

 現状の漁獲圧維持：Fcurrent

 親魚量を高水準で維持：F30%SPR

 親魚量をBlimit以上で維持・漁獲量の
増加：F20%SPR

ゴマサバ太平洋系群

6

3



漁獲シナリオと2015年漁期ABC

ゴマサバ太平洋系群

漁獲シナリオ
（管理基準）

F値
（Fcurrent
との比較）

漁獲
割合

将来漁獲量 評価
2015

年漁期
ABC5年後

5年
平均

2013年親魚
量を維持
（5年後）

Blimit
を維持

（5年後）

現状の漁獲圧の
維持(Fcurrent
=0.8F30%SPR) *

0.37
(1.00 

Fcurrent)
23%

132千トン～
257千トン

178
千トン

46% 100% 
175

千トン

現状の漁獲圧の
維持の予防的措置
(0.8Fcurrent) *

0.30
(0.80 

Fcurrent)
19%

120千トン
～

214千トン

156
千トン

77% 100% 
146

千トン

親魚量を高水準で維持
(F30%SPR) *

0.47
(1.25 

Fcurrent)
28%

143千トン
～

285千トン

199
千トン

32% 100% 
209

千トン

親魚量をBlimit以上で維持・
漁獲量の増加(F20%SPR) *

0.71
(1.91 

Fcurrent)
38%

147千トン
～

315千トン

235
千トン

14% 100% 
283

千トン

親魚量をBlimit以上で維持・
漁獲量の増加の予防的措置
(0.8F20%SPR) *

0.57
(1.52 

Fcurrent)
32%

149千トン～
307千トン

219
千トン

24% 100% 
242

千トン

7

4









漁獲シナリオと2015年漁期ABC

漁獲
シナリオ

(管理基準)

F値
(Fcurrent
との比較)

漁獲
割合

将来漁獲量 評価
2015年

漁期ABC
5年後

5年
平均

2013年親魚
量を維持
（5年後）

Blimit維持
(5年後)

親魚量の増大
(F30%SPR) *

0.47
(0.65

Fcurrent)
27%

41千トン
～

104千トン

56
千トン 99% 100%

38
千トン

親魚量の増大
の予防的措置
(0.8F30%SPR) *

0.38
(0.52

Fcurrent)
23%

46千トン
～

100千トン

56
千トン 100% 100%

32
千トン

親魚量の維持
(Fmed) *

0.70
(0.96

Fcurrent)
37%

25千トン
～

82千トン

49
千トン 52% 75%

49
千トン

親魚量の維持
の予防的措置
(0.8Fmed) *

0.56
(0.77

Fcurrent)
31%

36千トン
～

98千トン

54
千トン 92% 98%

42
千トン
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９

2015年漁期ABC

漁獲シナリオ
（管理基準）

F値
（Fcurrent

との比
較）

漁獲
割合

将来漁獲量 評価

2015年漁期
ABC 5年後 5年平均

現状親魚
量を維持
（5年後）

最低親魚
量を維持
（5年後）

親魚量の維持
(Fmed) 

0.16
(0.68

Fcurrent)
14%

202～755
千トン

409
千トン

63% 88% 393千トン

親魚量の維持
の

予防的措置
(0.8Fmed) 

0.13
(0.54

Fcurrent)
11%

177～662
千トン

340
千トン

70% 92% 318千トン

・現状親魚量は、2010～2013年親魚量の平均（1,094千トン）
・最低親魚量は、2003年以降で最も少ない親魚量で694千トン（2012年）
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